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研究成果の概要（和文）：本研究では、ハンセン病の国立療養所、大島青松園と沖縄愛楽園をおもなフィールド
として、療養所内外にわたる交流と療養所を超えた病者の移動を跡づけ、その意味について考察した。具体的に
は、（１）療養者の手による逐次刊行物や自治会に残る史料を素材として、信仰や自治などに生きた療養者の生
を描き、（２）療養者の郷里に残る墓所の調査をとおして、療養者の郷里とのつながりを問い、（３）療養者と
市民と研究者による対話の場を設けて、抑圧や戦いのみに収斂しない療養者の多様な生を聞いた。また、（４）
大島から熊本を経て沖縄に渡って愛楽園の基礎を築いた青木恵哉の生涯から、療養所を超えた病者の移動やつな
がりについて論じた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined exchangings inside and outside the sanatorium 
and movement of sick people not tied to sanatorium, with the national sanatorium for Hansen's 
desease, Oshima Seishoen and Okinawa Airakuen as the main fields.
Specifically, (1) we depicted lives of patients in sanatorium living in faith and self-government 
activities, using serial materials issued by themselves and historical materials left in the 
self-governing office as materials. (2) We considered the connection with the patient's hometown by 
investigation of the grave in him hometown. (3) Set up forums for dialogue between people in 
sanatorium recovered from Hansen's disease, citizens and researchers, we listened to them talking 
about various ways of living by those who don't converge only in oppression and struggle. (4) 
Focused on Keisai AOKI who went to Okinawa from Oshima via Kumamoto and built the foundation of 
Airakuen, We argued about the movement and connection of sick people not tied to sanatorium.

研究分野：日本史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）近現代日本のハンセン病およびハンセ
ン病者をめぐる歴史研究は、従来、1907 年
の法律「癩予防ニ関スル件」から、1996 年
の「らい予防法」廃止まで、90年ちかくにわ
たって続いた隔離政策の問題性を明らかに
する、との問題意識に裏打ちされるかたちで
進められてきた。そのような立場を代表する
論者のひとりが、藤野豊である。藤野は、『日
本ファシズムと医療―ハンセン病をめぐる
実証的研究―』（岩波書店、1993年）や『「い
のち」の近代史―「民族浄化」の名のもとに
迫害されたハンセン病者―』（かもがわ出版、
2001 年）などにおいて、国家の強い抑圧の
もとで虐げられ、時として抑圧に抗しようと
立ちあがる病者の姿を描きだした。それは、
隔離の場としての療養所にひきつけていえ
ば、療養所当局（園長や事務・医療スタッフ）
のもとで抑圧され、それに抗う療養者という
構図の提示であった。この構図は、「絶対隔
離」などとも称される、病者の終生にわたる
強制的な隔離のイメージとともに、ハンセン
病問題を語る際の「型」のひとつとして、強
い影響力を有してきた。 
 
（２）一方、蘭由岐子『「病いの経験」を聞
き取る―ハンセン病者のライフヒストリー
―』（皓星社、2004年）や坂田勝彦『ハンセ
ン病者の生活史―隔離経験を生きるという
こと―』（青弓社、2012年）などは、聞きと
りを方法として療養者一人ひとりの経験に
迫ることで、さきの「型」にはかならずしも
収まらない隔離の姿を描きだす。また、『長
島は語る―岡山県ハンセン病関係資料集―』
前・後編（岡山県、2007・2009 年）、松岡弘
之編『隔離の島に生きる―岡山ハンセン病問
題記録集・創設期の愛生園―』（ふくろう出
版、2011年）は、国立療養所長島愛生園（岡
山県瀬戸内市）の療養者の自治活動関係史料
などを収録し、文字史料から療養者の生の具
体相を掘りさげている。さらに、廣川和花『近
代日本のハンセン病問題と地域社会』（大阪
大学出版会、2011年）は、隔離政策のもとに
あっても、療養所に入ることなく生きた病者
や、かれらを支えた仕組みが存在したことを
明らかにしており、療養所外をも視野に入れ
て隔離を考察する必要性が浮き彫りになっ
た。これらは、ハンセン病をめぐる新たな歴
史研究の動向だといえよう。 
 
（３）研究代表者と研究分担者の阿部安成は、
国立療養所大島青松園（香川県高松市）をお
もなフィールドとして史料調査をかさね、研
究成果を発表してきた。第四区療養所（大島
青松園の旧称）の創設後間もない 1914 年に
療養者が結成したキリスト教信徒団体、霊交
会の教会堂調査では、堂内に残る 2000 点超
の蔵書のなかに、同会が 1919 年から発行し
ていた逐次刊行物『霊交』の大半が現存する

ことが確認された。また、『霊交』が島外の
個人や団体の刊行物と交換されていたこと、
信仰を介して島外の個人や団体との行き来
があったことなど、隔離政策下における療養
所外との交流の様子が明らかになった。さら
に、入所者自治会（療養者の自治組織）の事
務所に残る史料の調査・分析を加えることに
よって、信仰を介したネットワークと自治・
文化活動を介したネットワークの中心的な
担い手がかさなりあい、療養所内の交流が活
性化していったこともわかってきた。こうし
た調査・研究の成果を公開するなかで、大島
で生活したのち、熊本の回春病院を経て、
1927 年に沖縄へわたって同病者の救済にあ
たり、国立療養所沖縄愛楽園（沖縄県名護市）
の基礎を築いたとされる、青木恵哉に関する
史料の所在情報が、森川恭剛（研究分担者）
によってもたらされた。 
 
（４）以上の経緯をふまえて、研究代表者お
よび研究分担者は、あらためて療養所に残る
史料に即して、抑圧と抵抗の構図に収斂しき
ることのない療養所や療養者の姿を、実証的
に描きだす必要性を痛感した。そして、療養
者の交流や移動について掘りさげることが、
隔離政策下における療養者の生をめぐる研
究の新たな扉を開くことにつながると考え
るに至った。 
 
（５）調査の過程で療養者との関係が築かれ
てゆくなかで、文字史料にはあらわれない、
療養者の「日常」にまつわる話をしばしば耳
にした。療養者の平均年齢がすでに 80 歳を
超え、「終末期」という言葉が療養者自身の
口をついてでるようになっている大島青松
園では、史料の保存・公開・活用への道筋を
つけることとならんで、療養者への聞きとり
をおこなうことも喫緊の課題となっている。
それゆえ、史料調査とあわせて、聞きとり調
査もおこなうことが不可欠との認識も有す
るようになった。 
 
２．研究の目的 
 
（１）大島青松園の霊交会に集った人びとが、
信仰を介した療養所内外とのいかなる交流
のなかで生きてきたのかを、戦前の逐次刊行
物『霊交』や、その後継紙たる戦後の『大島
霊交会 週報』、および療養所外からもたらさ
れた刊行物など、霊交会教会堂に残る史料を
用いて考察する。 
 
（２）大島青松園の入所者自治会事務所に残
る日誌をはじめとした史料、および療養所内
の逐次刊行物が軒並み廃刊や休刊を余儀な
くされた戦時下に、療養者の手稿を束ねて冊
子体とした一点ものの「逐次刊行物」たる、
手書き手づくり『青松』などを用いて、自治
を志した療養者の療養所内におけるつなが
り、および他の療養所の療養者との交流につ



いて分析する。 
 
（３）大島青松園には、入所者自治会が受
贈・購入した図書や逐次刊行物を、療養者の
閲覧に供する図書室（文化会館図書室）が存
在する。その蔵書を調査することで、将来に
むけた保存・公開・活用方法の検討や、療養
所の読書文化を解明する端緒とする。 
 
（４）複数の療養者と複数の聞き手とが場を
共有し、自由に対話する形式で聞きとりをお
こなうことをとおして、文字史料には残りに
くい療養者の「日常」に光をあて、療養者の
生の多様性を考える糸口とする。 
 
（５）徳島県出身で、発病後、大島でキリス
ト教と出会い、熊本の私立回春病院を経由し
て、療養所のなかった沖縄にわたって、病者
にとっての「安住の地」を求めて歩いた青木
恵哉の半生を描いた著作『選ばれた島』の初
版と、青木の死後に発行された同書の復刊版
とを比較検討し、両版の異同や性格、それぞ
れの版がもった意味について考察する。 
 
（６）沖縄愛楽園に残る、『選ばれた島』に
関するものと思われる手稿や、書簡・写真な
どを含む青木恵哉関係史料の分析をとおし
て、大島を離れて以降、大島の人びと、とり
わけ霊交会の会員との交流の様子を跡づけ、
青木の経験がもつ意味について考える。 
 
（７）調査・研究の全体をとおして、一点一
点の史料を丁寧に読みこみ、一人ひとりの療
養者と予断を排してむきあうときにはじめ
て聞こえてくる、抑圧－抵抗の構図に収斂し
きることのない声に耳を澄ます。そうして聞
こえてきた声をとおして、療養者の「日常」
に迫ることは、療養者の生の多様性を視野に
入れながら、それをも含みこんで成りたつ隔
離について問うことにつながると考えてい
る。そのため、交流や移動の観点を重視しつ
つ、史料の分析と聞きとりとをかさね、隔離
政策下における療養者の多様な生のありよ
うに触れ、その多様性に込められた意味を問
うことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 
（１）本研究のおもなフィールドは国立療養
所大島青松園（香川県高松市）と国立療養所
沖縄愛楽園（沖縄県名護市）であり、調査や
作業はそれぞれにおいて併行しておこなっ
た。 
 
（２）大島青松園に関してはおもに、①キリ
スト教霊交会所蔵史料の調査・デジタル撮影
を進め、②同会の逐次刊行物『霊交』のリプ
リント版を刊行した。また、③霊交会を場と
した信仰と交流のあり方について、現存する
史料の特質と内容に即して分析し、④単行書

を刊行した。⑤入所者自治会所蔵史料の調
査・デジタル撮影、⑥文化会館図書室蔵書の
調査・デジタル撮影、⑦手書き手づくり『青
松』の調査・分析を進めた。⑧療養者と市民
と研究者による対話の場を設け、⑨相互の自
由な対話のなかから療養者の生に迫った。 
 
（３）沖縄愛楽園に関してはおもに、①青木
恵哉関係史料の調査・デジタル撮影を進め、
②調査の成果をふまえたシンポジウムや、③
シンポジウムの成果と課題を継続的に検討
する研究会を開催した。 
 
（４）以上の調査・研究の成果をふまえて、
交流と移動の観点からいかなる療養者の生
のありようが浮かびあがるのか、そしてそれ
はハンセン病という問題や、隔離という処方
を考えるうえで、どのように意味づけること
ができるのかを総合的に分析し、研究成果を
発表した。 
 
４．研究成果 
 
（１）大島青松園のキリスト教信徒団体、霊
交会が 1919年に創刊し、1940年に廃刊とな
った逐次刊行物『霊交』を、近現代資料刊行
会よりリプリント版として刊行した。『霊交』
は、現存する大島青松園内最古の逐次刊行物
であるとともに、全国的にみても、現存する
1920～30 年代の療養所内逐次刊行物という
点で、希少性をもつ。調査によって、創刊当
初の一部の号を除いた大半が発見されてお
り、既発見の全号を収めたリプリント版の史
料的価値は高い。1909 年に創設された大島
青松園（旧称、第四区療養所・大島療養所）
は、日本における公立療養所の草分けのひと
つであり、草創期の公立療養所において宗教、
とりわけキリスト教がもった意味がみえて
くる。また大島では、霊交会の中心的な担い
手が、療養所内の自治活動の中心的な担い手
でもあったことから、キリスト教信徒のコミ
ュニティにとどまらず、療養所における療養
者の自治を考える基礎史料ともなる。 
 
（２）『霊交』はもちろん、霊交会の教会堂
など大島での史料調査の成果をふまえて、霊
交会に集った人びと、とりわけ三宅官之治・
長田穂波・青木恵哉・石本俊市の４名を軸に、
療養所と療養者の生をめぐる歴史を描きだ
し、一書（阿部安成『島で―ハンセン病療養
所の百年―』）にまとめて、刊行した。それ
は、「生き抜く」や「たたかう」に代わって
「つながり」や「結びつき」「結びあい」を
軸に療養所や療養者の生を描く実践として
の意味をもっている。 
 
（３）療養所内はもちろん、療養所外におい
ても、フィールドワークを意識的におこなっ
た。とりわけ、霊交会の創設信徒である三宅
官之治の墓碑が、郷里の岡山県にあることを



知ったことをきっかけにおこなった調査で
は、充実した成果が得られた。ハンセン病者
は、ひとたび療養所に入ると、郷里とのつな
がりを自ら断つ、あるいは断たざるを得ない
状況におかれるとの理解が一般化している
が、1944 年に建てられた三宅の郷里の墓碑の
存在は、かかる理解がすべてではないことを
伝えている。三宅の墓碑をめぐっては関係者
との邂逅があり、聞きとりをおこなう機会に
も恵まれた。また、霊交会創設 100 周年（2014
年）を期して、霊交会の現在の会員とともに
墓所を訪ねることもできた。このことはまた、
霊交会の現在の会員が歴史への意識を喚起
するひとつの機会ともなった。このほかにも、
大島周辺の海域や島から「療養所の島」がど
のようにみえているのか、対岸の高松や庵治
からはどうかといった、空間感覚や認識を考
察の対象とするべく、周辺地域のフィールド
ワークも開始した。 
 
（４）大島青松園では、毎年度、全４～５回
の連続企画〈話（わ）のアトリエ〉を開催し
た。従来の、聞き手（調査者）と語り手（被
調査者）が固定化した聞きとりでは、療養者
の多様な生や「日常」の様子を知ることがで
きないのではないかとの問題意識から出発
したこの企画は、療養者と市民と研究者がひ
とつの場を共有し、研究者ないしゲストスピ
ーカーによるハンセン病や療養所にまつわ
る短い講演（話題提供）ののち、その話題を
手がかりに自由な対話をおこなうものであ
る。それにより、双方向的で、自由な語りの
場を生みだすことを企図している。回をかさ
ねるごとに、講演をきっかけにするものから、
次第に写真・映像・食・音楽・文学といった
素材をきっかけにするものへと、スタイルが
変化してきた。話はときに、わたしたちの想
像を超えてひろがり、療養者の豊かな生の具
体相の一端に、触れることができた。 
 
（５）大島青松園ではまた、療養者の自治組
織に関する史料の調査も進めた。そのひとつ
は、戦中から戦後初期にかけて、療養所内の
逐次刊行物が廃刊や休刊を余儀なくされて
ゆくなかで、手稿を綴じるかたちでつくられ
た１点ものの「逐次刊行物」、手書き手づく
り『青松』の調査と分析であり、いまひとつ
が、入所者自治会が受贈・購入した刊行物が
ならぶ文化会館図書室の蔵書調査と分析で
ある。前者はリプリント版の刊行にむけた作
業が進み、後者では、戦前の受贈図書や蔵書
管理の一端がうかがえる史料がみつかった。
いずれからも、伝えることや受けとることに
対する療養者の高い意識がうかがえ、今後さ
らにふみこんだ分析をおこなう必要がある。 
 
（６）大島から熊本の回春病院を経て沖縄に
わたり、病者にとっての「安住の地」を求め
て歩いた青木恵哉の関係史料の調査を、大
島・沖縄それぞれでおこなうとともに、回春

病院跡に建つリデル、ライト両女史記念館を
訪ねた。それらの成果をふまえつつ、青木の
半生を描いた著作『選ばれた島』の初版（1958
年）と復刊版（1972 年）とを比較検討し、両
版の異同と、それがもつ意味を考察するとと
もに、ふたつの『選ばれた島』を収録したリ
プリント版を刊行した。初版と復刊版には性
格の違いがあり、復刊版には青木自身の意図
を超えた「修正」がみられるにもかかわらず、
復刊版が青木による『選ばれた島』そのもの
であるかのように扱われている現状に警鐘
を鳴らすとともに、初版を利用する可能性を
広く担保することに寄与した。 
 
（７）沖縄愛楽園での史料調査や『選ばれた
島』の分析の成果をふまえて、青木恵哉およ
び愛楽園の草創期について考えるシンポジ
ウム「青木恵哉～愛楽園の礎となった療養者
～」を沖縄愛楽園交流会館で開催し、研究代
表者・分担者いずれもが登壇した。現在、日
本に 13 ある国立療養所のうち、唯一病者に
よって設立された療養所などとも評される
沖縄愛楽園の「創設者」青木恵哉と草創期の
愛楽園を、現地で、療養者や市民とともに考
える機会となった。報告・議論をとおして、
従来『選ばれた島』の記述に大きく依拠しな
がら描かれてきた「青木恵哉」像を、表象の
され方、沖縄以前、地域住民との関係、療養
所創設以降、新発見史料、などをふまえてと
らえなおす第一歩とすることができた。 
 
（８）シンポジウム「青木恵哉～愛楽園の礎
となった療養者～」で得られた手がかりと明
らかになった課題とをふまえて、シンポジウ
ム登壇者を中心とした研究会を継続的にお
こなっている。沖縄での史料調査や史料整理
が併行して進められており、シンポジウム・
研究会の成果とあわせて、青木恵哉や愛楽園
をあらためて考えるための論集を刊行する
準備を進めている。 
 
（９）研究期間をとおして、療養所内外にわ
たる人と人とのつながりや、人やモノの行き
来に関する具体相が、文字史料や対話（聞き
とり）を通じてみえてきた。それは、現在も
根強く存在する、ハンセン病者・療養者を、
あまねく抑圧され、それに抗してたたかう主
体としてとらえようとする志向や、病者・療
養者自身がかならずしも自覚的ではなかっ
た事象までをも抑圧や抵抗のあらわれとと
らえたり、抑圧や抵抗との関わりでは説明し
にくい事象を捨象したりといった、病者・療
養者をとりまく状況を、抑圧と抵抗の二元論
のもとに描きだす叙述を、批判的に乗り越え
る可能性をもつ。そして、そうした療養者の
多様で豊かな生が展開された一方で、それを
も包含して感染症管理が成りたってきたこ
とがもつ意味のおもさが、あらためて突きつ
けられることになった。そのことをどのよう
にとらえるのかが、次なる課題である。 
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